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新しい
日常に向けて
新しい

日常に向けて

春の風に誘われて外出行事

ボランティアの受入れ再開



令
和
５
年
度 

事
業
計
画

　

令
和
5
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
、
重
大
な
地
域
福

祉
課
題
と
な
っ
て
い
る
介
護
人
材
不
足
に
つ
い
て
法
人
初
の

外
国
人
雇
用
2
名
の
採
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
新
た
な

人
材
資
源
と
し
て
、
受
け
入
れ
側
の
体
制
準
備
を
進
め
、

法
人
内
で
外
国
人
雇
用
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
す
る
よ
う
体

系
化
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
特
有
の
人
材
確
保
の

ツ
ー
ル
と
し
て
移
住
者
雇
用
を
地
域
・
行
政
と
連
携
し
、

新
た
な
雇
用
ス
タ
イ
ル
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。
今
年
度

よ
り
介
護
ソ
フ
ト
を
更
新
し
、
抜
本
的
な
業
務
効
率
化
を

目
指
し
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
運
用
体
制
を
構
築
し
て

い
き
ま
す
。
令
和
3
年
度
に
第
三
者
評
価
受
審
し
た
が
、

客
観
的
な
視
点
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
課
題
を
業
務
改
善
に
取

り
入
れ
、
更
な
る
業
務
適
正
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

中
長
期
計
画
に
基
づ
い
た
施
設
整
備
更
新
で
は
、
施
工
30

年
を
迎
え
た
老
朽
化
施
設
の
整
備
更
新
と
し
て
外
壁
塗

装
工
事
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
介
護
機
器
の
導
入
、
ガ
ス
炊
飯
器
・
汚

物
除
去
機
、超
低
床
ベッ
ド
の
リ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

経
営
面
で
は
安
定
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
稼
働
を
運
営
す
る
こ

と
を
軸
と
し
、
今
後
の
財
政
状
況
を
鑑
み
、
計
画
的
な

次
期
積
立
に
備
え
た
資
金
確
保
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

感
染
症
対
応
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ク
ラ
ス
タ
ー
体
験
を
経
て
、

高
齢
者
施
設
に
お
け
る
重
度
化
傾
向
に
陥
る
事
を
防
ぐ

た
め
、
再
発
お
よ
び
蔓
延
防
止
を
図
る
と
と
も
に
感
染
災

害
経
験
を
活
か
し
、
事
業
継
続
と
早
期
に
日
常
生
活
へ
復

帰
す
る
た
め
の
B
C
P
の
具
体
的
な
更
新
を
随
時
行
っ
て

い
き
ま
す
。

福
室
　
悦
子

施
設
長

土
肥
ホ
ー
ム
・

戸
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

介護主任
土屋  春奈

～各部署の取り組み～

土肥ホーム

ご利用者の皆様が、い
つも笑って楽しく過ご
していただける環境を
作り、「自分らしく暮ら
せる家庭的な生活」を
理念に日々技術向上に
努めていきたいと思い
ます。

今年度は、新たに特養
チームとして向かえ入れ
る外国人スタッフと共
に、ご利用者様と一緒
に様々な楽しみを持て
る機会を作り、生活の
糧となるような取り組み
を行いたいと思います。

介護主任
土屋  春奈

土肥ショートステイ

ご利用者様、ご家族様

が、安心・安全であり、

不安なく生活する場と

して、いつも利用した

いショートステイとなる

よう、取り組んでいき

たいと思います。

主任
荒川  ゆかり

菜の花ホーム

ご利用者一人ひとりの

『やりたい事、できる事』

に焦点を当てた選択プ

ログラムを取り入れてお

り、１日の活動を通し

て皆様の自立支援を大

切にしています。

主任
新澤  常治

戸田デイサービス

土肥戸田ホームヘルプ
サービスでは、今年度よ
り新しい介護記録ソフト
「ケアカルテ」での実績入
力が始まります。各自が
利用者宅にてスマートフォ
ンを使っての記録の入力
等することにより、業務
の効率化や迅速な情報共
有を目指します。

主任
長倉  千景

土肥戸田ホームヘルプ

厨　　房

日頃から様々な相談が

寄せられる包括。その

相談内容から地域に共

通する課題を明確にし、

住民の皆さんや関係機

関と連携して対策に取

組んで参ります。

センター長
黒川  正樹

土肥地区地域包括支援センター

利用者同士の交流の場

としてチームで楽しむレ

クリエーションや個別

に選択できるプログラ

ム等を提供し、社会と

の繋がりを継続するサ

ポートをしています。

主任
浅賀  えみ子

土肥デイサービス いきいきクラブ

当地区は活用できる

サービスに限りがある

地域ですが、ご利用者・

ご家族に寄り添い介

護・福祉・医療・地域

と連携したケアプラン

作成をお手伝いします。

主任
佐藤  孝之

土肥戸田居宅介護支援センター

食べる事の大切さ、栄
養を摂る大切さ、身体
を維持するため美味し
く安心安全な食事を提
供させていただいており
ます。日々の食事が笑
顔で元気な暮らしを送
れるよう向上に努めて
参ります。

主任
鈴木  明美



新型コロナウイルスの
感染状況も落ち着い
てきた日々。土肥デイ
サービスではボラン
ティアの受入れも再開
しました。音楽プログ
ラム（表紙写真）や、
入浴後の整髪等、皆
さんに支えていただい
ています。

春の暖かい陽気
になってきまし
たので恋人岬ま
でドライブへ
行ってきました。
新型コロナウイ
ルス感染が気掛
かりで、思うよ
うに外出が出来

ていなかったので皆さん大喜び。「海が奇麗だね」「ま
た出かけたいね」とお話されていました。

～各サービスでの出来事～

特養、ショートステイ業務改善の取り組み

土肥デイサービス
菜の花ホーム
４月行事ドライブ

特養及びショートステイでは、ICT機

器を活用した業務効率化を推進中。

今回、新たに導入された介護記録ソ

フト「ケアカルテ」では、施設内に

設置したiPadやスタッフが持ち歩い

ているiPhoneからも記録が簡単に入

力出来ます。インカムも活用し、効

率化とともにタイムリーな情報共有

を図っています。

土肥包括の取り組み～地域づくりの進化～

土肥包括では、住民支え合い活動の後方
支援を行っており、有償ボランティア活動
「土肥の暮らしを支えあう会　きずな」も
そのひとつ。「きずな」では、生活のちょっ
とした困りごとに対し、住民同士で支え合
い活動を行っています。昨年度からは、
住民のマイカーを使った移送支援ボラン
ティア活動の創出に向けて、勉強会や実
証実験を行っています。今年度の本格実
施を目指して、土肥包括も応援しています。



編 集 後 記
土肥・戸田 ホームページ

土肥ホームの日々 検索検索

戸田デイサービスの日々 検索検索

ホームページでは日常の様子や出来事、様々な
取り組み等も公開中。是非、ご覧下さい。

同号から編集に携わることとなりま
した。私事ではありますが、過去に
某メディア媒体で編集に携わった経
験もいかしつつ、土肥ホーム、戸田
デイサービスセンターの活動や取り
組みをお伝え出来ればと思います。
５月からは新型コロナウイルスとの
向き合い方も大きな節目を迎えます。
新しい日常に向けて、前に進んでい
きたいものですね。

（広報誌委員会　植松　誉）

新人紹介新人紹介

淸水 綾野
（土肥ホーム管理栄養士）

中村 かおり
（土肥デイ介護職）

堤 英子
（戸田デイ看護職）

佐藤 咲実
（戸田デイ介護職）

土肥ホーム

戸田デイ

サービス

皆様、こんにちは。お元気にしてい
ますでしょうか。間もなく来日でき
るのをお楽しみに待っております。
出来るだけ早く皆様とお会いしたい
と思います。

私はもうすぐ日本へ行きますので
待ってくれませんか。皆様に、お会
いできるのを楽しみにしています。

特養へ配属予定のミャン
マーからのお二人の介護
士から、土肥ホームご利
用の皆さんへのお手紙が
届きました。

EI THAZINさん

MOE YAN CHUECHUE AUNGさん

佐山 謹哉
（戸田デイ労務）

管理サービス課長
河内政和

今年４月より管理
サービス課長とし
て着任いたしまし
た。十数年前にも
当施設に勤務して
おりましたが、や
はりこの美しい海

を見ると、心洗われるようです。再び訪れるこ
とになり、これも何かのご縁であると感じてい
ます。自然美しさを糧に励んで参ります。よろ
しくお願いいたします。

令和５年３月以降採用分

土肥ホームや戸田デイサービスの身近な場所から駿河湾越しに撮ったものや
間近で撮ったものなど、多数の作品の中から、こちらの作品が見事、第１位に
選ばれました。上位入賞者には副賞が贈呈されました。

土肥ホームや戸田デイサービスの身近な場所から駿河湾越しに撮ったものや
間近で撮ったものなど、多数の作品の中から、こちらの作品が見事、第１位に
選ばれました。上位入賞者には副賞が贈呈されました。

互助会 第2回写真コンテスト
～テーマ～ 富士山

ミャンマーから
ようこそ♪
パート２

第1位富士山

～人事異動～

紅葉と一緒に撮ろうと精一杯背伸びした甲斐がありました‼


